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※種もみについては、必ず種子更新されたものを使い、種子消毒を必ず行いましょう。

南魚沼産コシヒカリのブランド維持向上へ
� 今年から３割減栽培を実践！！

稚苗
乾もみ 催芽もみ 必要箱数（１０a当り）

１３０～１４０ｇ １６０～１７０ｇ １６～１８箱

10ａ当たり化成窒素成分量 使用化学合成農薬成分回数

南魚沼地域慣行基準 ７㎏ 19成分
3割減栽培基準 ４．９㎏ 13成分

播 　種　・・・うす播きは、健苗育成の第１条件です。
播種量は、１箱１３０～１４０ｇ（乾もみ：稚苗の場合）
うす播きで、健苗育成・過剰生育（倒伏）を防止してください。
【播種量のめやす（箱当たり）】

●育苗作業の目安（稚苗の場合）
◆塩水洗・種子消毒…４月１０日～１５日頃
◆播　種　日…………４月２５日～３０日頃
◆田　植　日…………５月２０日～２５日頃

▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

　肥料は、施用量を３割減らすのではなく、化成窒素の量を３割減らすことです。
そのためには、有機入り肥料の使用が必要です。
　農薬は、散布回数や量を単に減らすのではなく、農薬に含まれる有効成分の総使用数を
減らすということです。

“南魚沼産コシヒカリ”品質向上研修会を開催します！
（詳しい内容は裏面をご覧ください。）

３割減栽培とは？

あわてるな !!
５月２０日以降の田植え計画を !!



魚沼米憲章の実践によるトップブランド「南魚沼コシヒカリ」の更なる飛躍を目指して　　　

“南魚沼産コシヒカリ”

　米を取巻く情勢は、景気低迷や全国的な供給過剰傾向の中で米価の下落や低価格米への
需要移行等により販売環境は益々厳しさを増しています。
　これらの環境の中で、トップブランド“南魚沼産コシヒカリ”の確立、そして生き残り
を賭けた地域全体の取り組みが急務となっています。
　このため、標記の研修会を開催し、地域農業の中核を担う皆様方から栽培技術研修と
意識統一を図りたく、ご多忙の中恐縮ですが多数の方の出席をお願い致します。

記

１.　開催日時・会場　

３.　そ　の　他

２.　内　　容

主催：JA魚沼みなみ稲作振興協議会／JA魚沼みなみ米穀課

平成21年３月23日（月）
会　場 時　間

六日町会場　
サンライズ南魚沼（坂戸）　

多目的ホール

午前10時 00分　
　　　　〜 正　午

大和会場
JA魚沼みなみ営農センター（浦佐）

大会議室

午後２時00分　　
　〜午後４時00分

①研　　修
　　　「気象変動に対応する南魚沼産コシヒカリ高品質米生産について」
� ㈱片倉チッカリン　技術主管　高 橋　源 夫 氏
②情勢報告
　　　　南魚沼産コシヒカリの販売状況について

③稲作重点対策

都合の付く時間帯の会場へお越しください。参加費は無料です。

� ＊この件に関する問合せ先：JA魚沼みなみ米穀課（TEL:777− 3180）

品質向上研修会のご案内品質向上研修会のご案内


